
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ URL】 

http://www.ab.cyberhome 

     .ne.jp/~nakanohp/ 

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
政
治
」
で
す
。

日
本
共
産
党
が
こ
れ
を
言
い
続
け

て
き
た
の
は
、
綱
領
の
核
心
部
分
だ

か
ら
で
す
。
一
九
六
一
年
に
こ
の
綱

領
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
時
、
こ

れ
が
実
感
と
し
て
認
識
さ
れ
る
状
況

は
今
ほ
ど
強
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
▼
六
〇
年
に
精
密
機
械
メ
ー
カ
ー

に
入
社
し
ま
し
た
。
社
内
に
は
福
利

厚
生
の
施
策
・
施
設
も
あ
っ
て
終
身

雇
用
で
し
た
。
当
時
は
そ
ん
な
状
況

で
し
た
か
ら
、
総
じ
て
勤
労
者
は
中

流
意
識
が
主
流
で
、
安
定
志
向
だ
っ

た
の
で
す
▼
九
五
年
、
日
経
連

（
当
時
）
が
「
新
時
代
の
日
本
的
経

営
」
と
い
う
雇
用
戦
略
を
発
表
。
雇

用
規
制
緩
和
が
大
規
模
に
進
み
ま

し
た
。
い
ま
や
労
働
者
の
三
人
に
一

人
、
若
者
や
女
性
は
半
数
が
非
正

規
雇
用
で
す
。
年
収
二
百
万
円
に

満
た
な
い
人
が
一
千
万
人
を
こ
え
ま

し
た
。「
政
治
な
ん
か
変
わ
ら
な
い
よ
」

と
冷
め
た
見
方
が
「
変
え
な
け
れ
ば
」

と
変
化
。
「
貧
困
と
格
差
」
が
社
会

の
大
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
▼
日
本

の
ま
つ
り
ご
と
に
巣
く
う
政
治
悪
に

い
ど
み
、
そ
の
中
身
を
大
も
と
か
ら

変
え
る
。
後
期
高
齢
直
前
の
微
々

た
る
力
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
流
れ
を

広
げ
ね
ば
の
思
い
で
す
。(

Ｋ) 

「
政
治
の
中
身
を
変
え
る
」

と
い
う
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、 

 
  

 

何
を
変
え
る
の
か
と
聞
か

れ
ま
し
た
。
変
え
る
の
は

「
異
常
な
大
企
業
中
心
、
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後期高齢者医療制度 「大胆見直し」から一転「制度維持」へ 

市
長 

 

「
仕
掛
け
と
し
て
は
こ
れ
（
後
期
高
齢
者 

 

医
療
制
度
）
で
い
い
」 

 

９
月
議
会
一
般
質
問
で
、
中
野
議
員
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
根
本
的
な
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

制
度
の
廃
止
へ
向
け
た
共
同
を
呼
び
か
け
、
馬
場
市
長
の

認
識
を
た
だ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
馬
場
市
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
の
政
策
転
換
の
流
れ
の
中
で
長
寿
の
制
度
が

で
き
た
、
ま
ず
こ
の
こ
と
を
素
直
に
受
け
止
め
る
必
要
が

あ
る
」 

「
仕
掛
け
と
し
て
は
、
こ
れ
で
い
い
ん
だ
ろ
う
と
理
解
し

て
い
る
」 

「
こ
の
制
度
を
や
め
る
、
言
う
は
や
す
い
で
す
。
や
め
た

時
ど
う
い
う
負
担
増
が
起
こ
っ
て
き
て
、
ど
う
い
う
混
乱

が
起
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
じ
っ
く
り
お
考
え
い
た
だ

き
た
い…

」 

と
の
発
言
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。 

 

な
ぜ
、
こ
の
制
度
へ
国
民
の
怒
り
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
く

わ
き
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
市
長
は
、
ま
っ
た
く
理
解
で

き
て
い
な
い
よ
う
で
す
。 

政
府
・
与
党
の
動
揺 

 

解
散
・
総
選
挙
を
前
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
め
ぐ
っ

て
政
府
・
与
党
が
大
き
く
動
揺
し
て
い
ま
す
。
「
大
胆
に

見
直
す
」
発
言
が
一
転
し
て
「
根
幹
は
維
持
す
る
」
に
。

七
十
五
歳
以
上
を
差
別
す
る
医
療
制
度
へ
の
国
民
の
怒
り

に
お
び
え
な
が
ら
も
、
制
度
存
続
に
固
執
す
る
与
党
の
矛

盾
で
す
。 

 

九
月
十
九
日
、
舛
添
要
一
厚
生
労
働
相
は
突
如
、
七
十

五
歳
と
い
う
「
年
齢
区
分
の
廃
止
」
な
ど
「
新
し
い
医
療

制
度
の
創
設
」
を
口
に
し
ま
し
た
。
一
部
新
聞
は
「
後
期

高
齢
者
医
療
を
廃
止
」
と
報
道
。 

 

一
方
、
制
度
の
堅
持
を
主
張
し
て
き
た
自
民
・
公
明
の

幹
部
た
ち
か
ら
は
「
私
は
い
や
し
く
も
政
調
会
長
だ
が
、

聞
い
て
い
な
い
」
（
公
明
・
山
口
那
津
男
氏
）
、
な
ど
と

巻
き
返
し
。
麻
生
氏
も
一
夜
に
し
て
「
制
度
と
し
て
悪
く

な
い
。
時
間
を
か
け
て
説
明
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
、
発

言
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。 

結
局
、
現
行
制
度
維
持 

 

九
月
二
十
三
日
の
自
公
連
立
政
権
合
意
で
は
「
よ
り
良

い
制
度
に
改
善
す
る
」
と
、
現
行
制
度
の
堅
持
を
明
記
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
見
直
し
」
を
に
お
わ
す
こ
と

で
、
制
度
の
争
点
化
を
避
け
る
政
権
与
党
の
「
国
民
だ
ま

し
」
と
も
と
れ
る
動
き
に
は
国
民
の
声
も
明
確
で
す
。 

「
作
戦
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
九
月
二
十
六
日

放
送
の
Ａ
Ｎ
Ｎ
世
論
調
査
で
は
、
政
府
・
与
党
の
「
見
直

し
」
を
信
用
で
き
な
い
人
が
４
９
％
と
半
数
近
く
に
の
ぼ

り
、
信
用
で
き
る(

３
３
％)

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。 

 

一
連
の
て
ん
末
は
、
自
公
政
権
で
は
、
国
民
の
切
実
な

願
い
で
あ
る
制
度
の
廃
止
に
は
踏
み
込
め
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

今
度
こ
そ
、
矛
盾
と
欠
陥
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
こ
の
制

度
の
撤
廃
へ
決
着
を
つ
け
る
と
き
で
す
。 

日本共産党市議会議員 

北野街道 

ヤ
マ
ダ 

 

電
機

中野あきと事務所 

「中野あきとホームページ」を開設

しました。議員活動や様々な情報を

提供してきたいと得持っています。

皆さんのご意見・感想をお寄せくだ

さい。 

 URL(~はチルダ) 

 http://www.ab.cyberhome. 

        ne.jp/~nakanohp/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小・中学生まで医療費を無料に】 

 若い世代の二人に一人は非正規での働く場しかないもとで、生活困難な

子育て世代も急増しています。中野議員は、今議会一般質問で、子育て世

代の実態を紹介しながら、支援策の一つとして東京都に対し中学生までの

医療費無料化の実施を強く求めるよう、市長に迫りました。市長は、市町

村への財政負担が生じないよう求めながら「強く要望していく」と答弁しま

した。 

【国保税の納税困難な世帯へ減額免除制度の適用を】 

 生活苦が広がる中で、昨年市が強行した国保税の一律大幅値上げは、さ

らに加入者の暮らしに困難をもたらしています。中野議員は、決算委員会

で、高齢、低所得の加入者が急増している実態を明らかにしながら、市独

自の減額免除の制度があるにも関わらずほとんど使われていない事実をた

だし、わかりやすく制度をお知らせするよう求めました。また、非正規雇

用で働く方々への新たな減免制度の適用をはじめ、抜本的な充実を求めま

した。市は、「ワーキングプアといわれる事態への対応も今後検討してい

きたい」と答弁しました。 

【豊田駅南口地域―来年度にもミニバス導入へ】 

 土地区画整理が進められている豊田南地域に、来年度から高幡不動駅間

のミニバス路線の開通を予定していることが明らかになりました。９月議

会の決算委員会で中野議員の質問に答えたもの。豊田南地域は、駅周辺に

住宅地が密集し道路幅員も狭いこともあって、これまでミニバスを通すこ

とは困難な状況でしたが、今年度中に駅南口近くまで一定の道路整備が可

能となったことによるものです。 

【(仮称)豊田一号公園…実施計画づくりへ】 

 豊田一号公園の整備へ向けて、実施計画づくりが、この秋行われること

なりました。暫定野球グランド構想以来、市議会で地域住民が切実に願っ

ているのは、野球グランドなどではなく公園であることを明らかにし、公

園としての早急な整備をくり返し求めてきました。今議会の決算委員会で

あらためて質問したのに対し、担当課長は、「これから実施計画をつくると

ともに、具体的に粗造成を行っていく」と答えました。中野議員は、「粗造

成というなら、暫定的にでも公園として使えるような整備まですべきだ」

と要求しました。 

自然への思いと 

    大型道路建設 

 

 ５２億円かけて建設する

道路計画について、見直し

を求める陳情が地元住民の

方から出され、あきる野市

の現地に行き、陳情者や地

権者の方からお話しをうかがいました。豊かな湧水、

蛍が舞い、平井川周辺の田畑など、里山と自然を

守りたい思いがたくさん語られました。 

 地権者の方は以前、通学路の計画で「子どもた

ちの安全のため車は通さない」ことを条件に約５

０坪の土地を提供したり、現在の道路をつくると

きも約２５０坪の土地を提供し協力してきました。 

 ところが都は、この方を、今回の２２メートル

道路建設計画の対策協議会から排除して計画を進

めてしまったのです。自然を愛し子どもたちを思

いやり、多大な協力をしてきた方です。都は、用

地買収が済んだところから工事を着工して、反対

している地権者を追い詰めようとしていますが、

こんな卑劣なやり方に本当に怒りをもちました。 

 お願いした市民アンケートが、驚くような数で

私の事務所に返送されています。ご意見や要望が

びっしりで身の引き締まるおもいです。ありがと

うございます。 

【区画整理懇談会開かれる】 

 中野あきと市議を助言者とする区画整理懇談会が豊

田地域は９月２１日、東・西平山地域は９月２３日に

開催され、両地域とも座席を追加する盛況でした。区

画整理の進捗状況の報告、区画整理の基本について話し

合いました。個人相談もお 

こなわれました。 

 

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
年
）
に
開
催
さ
れ
る
多
摩
国
体
で
日
野
市
は

ボ
ク
シ
ン
グ
、
空
手
、
ホ
ッ
ケ
ー
に
名
乗
り
を
あ
げ
、
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
ホ
ッ
ケ
ー
の
競
技
会
場
は
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
の
市
民

陸
上
競
技
場
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。
競
技
場
の
サ
ッ
カ
ー
等
に
利
用
さ

れ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
天
然
芝
を
は
が
し
て
人
工
芝
に
張
替
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

 

市
は
「
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
の
公
認
を
受
け
る
た
め
に
は
人
工
芝
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
費
用
は
「
概
ね
一
億
円
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

た
っ
た
一
週
間
か
十
日
間
の
競
技
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
天
然
芝
を
張

替
え
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
環
境
保
全
の
点
で
も
、
お
金
の
使
い

方
の
点
で
も
問
題
が
あ
り
、
見
直
し
を
党
市
議
団
は
要
求
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
ボ
ク
シ
ン
グ
、
空
手
の
競
技
会
場
は
現
在
計
画
中
の
「
市
民
の
森

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」
（
建
設
費
用
約
二
十
五
億
円
）
を
あ
て
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  《０８年１１月の無料法律相談》 
村松みえ子事務所 午後６時～８時  
     １１月 ６日（木）    

市役所６階 共産党控室 午後１時～３時 

     １１月 １３日（木）                        

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

    村松事務所 TEL042-582-0504  

    中野事務所  TEL042-599-3350 

衆議院【選挙制度解説】 
比例代表は「政党名」で  

 ＊参議院比例と違い候補者名で書くと無効になります 

小選挙区は候補者名で投票します 

2013 年国体 

ホッケー会場 


